
Collections of Japanese Art in Ukraine 

 

【概要】 

ウクライナにおける日本美術のコレクションについて書かれている。１９世紀初頭から現

在にいたるまでの日本美術コレクションの起源や、発展してきたプロセスを再構築するこ

とが目的とされている。 

【感想】 

日本美術のコレクションは、世界文化の不可欠な部分であり、そのコレクションの形成や歴

史、現在を研究することが、ウクライナ文化の発展の全体を理解することに繋がる、という

ことが書かれていた。これまで私は日本の文化と、海外の文化を区別して考えていた。しか

し、７月の書籍で紹介した、『漆芸―日本が捨てた宝物』にもあったように、日本にはもう

数が少なくなっているが価値のある漆器が、欧米諸国ではコレクションされていて、修復を

望む人も多くいる。日本の文化は日本人である私が思うよりも海外に出ており、評価されて

いるのだと感じた。そして、Japonism という言葉があるほど影響が大きいのだと知った。

日本の伝統文化に関する日本語で書かれた文献のみでなく、海外からの評価等ももっと読

んで、世界がどういった印象を持っているのか知りたいと思った。また、美術や歴史の授業

で習ったり、展覧会等で見る美術品なども、日本人が書くコメント、作者の出身国の人が各

コメント双方に目を通すことで、それぞれの文化的背景等を深く知りたい。 
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